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(57)【要約】
【課題】被記録媒体の移動方向と直行する被記録媒体の
幅と幅方向に沿った厚さとが均一でない被記録媒体であ
っても、良好な転写性を得ることができる被記録媒体検
出装置、画像形成装置、及び画像形成方法を提供する。
【解決手段】光源と、光源からの光を被記録媒体上に搬
送方向と垂直な方向に偏向走査する走査光学段と、被記
録媒体を透過した光を受光して電気信号に変換する変換
手段と、変換手段からの電気信号に基づいて被記録媒体
の厚さ及び幅を検出する検出手段と、を備えた。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光源と、該光源からの光を被記録媒体上に搬送方向と垂直な方向に偏向走査する走査光
学段と、前記被記録媒体を透過した光を受光して電気信号に変換する変換手段と、該変換
手段からの電気信号に基づいて前記被記録媒体の厚さ及び幅を検出する検出手段と、を備
えたことを特徴とする被記録媒体検出装置。
【請求項２】
　前記走査光学手段は、前記光源からの光を平行光線にするコリメーターレンズと、前記
光源からの光線を偏向走査する可動鏡と、前記可動鏡に偏向走査された光線を前記変換手
段に結像させる結像レンズ系と、を有することを特徴とする請求項１記載の被記録媒体検
出装置。
【請求項３】
　前記光源がライン状に集積されたアレイ光源であり、前記変換手段がラインセンサであ
って、
　前記光源からの光線を前記ラインセンサ上に結像させるためのレンズアレイを有するこ
とを特徴とする請求項１または２記載の被記録媒体検出装置。
【請求項４】
　請求項１から３のいずれか一項記載の被記録媒体検出装置と、
　潜像が形成された感光体ドラムを現像剤で現像し、得られた可視画像を前記被記録媒体
に転写する転写手段と、を備えたことを特徴とする画像形成装置。
【請求項５】
　前記検出手段の出力値と転写バイアスとを関連づけたテーブルに基づいて転写バイアス
の印加量と転写バイアスの印加位置とが決定されることを特徴とする請求項４記載の画像
形成装置。
【請求項６】
　前記検出手段の被記録媒体の搬送方向と直行する幅方向に沿った分解能が、前記転写手
段の前記被記録媒体の搬送方向と直行する幅方向に沿って互いに電気的に独立した複数の
転写バイアス印加領域の数と等しいことを特徴とする請求項５記載の画像形成装置。
【請求項７】
　光源からの光を被記録媒体上に搬送方向と垂直な方向に偏向走査し、前記被記録媒体を
透過した光を受光して電気信号に変換し、得られた電気信号に基づいて前記被記録媒体の
厚さ及び幅を検出し、潜像が形成された感光体ドラムを現像剤で現像し、得られた可視画
像を前記被記録媒体に転写することを特徴とする画像形成方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、被記録媒体検出装置、画像形成装置、及び画像形成方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　画像形成装置やそれに用いられる被記録媒体検出装置の背景技術について述べる。
　まず、被記録媒体の検知手段を有する画像形成装置について述べる（特許文献１～５参
照。）。
　特許文献１には、被記録媒体の厚さを検知する部材が、搬送される被記録媒体を対向す
る固定部材との間に挟みながら、被記録媒体の厚さに応じて変位し、この変位に応じて、
被記録媒体を検知する部材に機構的に結合された転写バイアスの可変部材が機構的に変位
して、転写バイアスを変化させる構成が開示されている。
【０００３】
　特許文献２に記載の発明は、被記録媒体の厚さの検知機構により検知した被記録媒体の
厚さの変化を含む情報に基づき、最適な転写バイアスを選択的に制御するものである。
【０００４】
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　特許文献３に記載の発明は、被記録媒体を挟み込む二つのローラーの変位量から厚さを
検知し、転写バイアスを制御するというものである。
【０００５】
　特許文献４に記載の発明は、被記録媒体の厚さを検出する手段と、検出手段の検出情報
に基づき被記録媒体に対する転写バイアスを設定する転写バイアス設定手段と、を具備し
ていること、というものである。
【０００６】
　特許文献５に記載の発明は、被記録媒体の電気抵抗を測定し、転写バイアスを制御する
ものである。この方法では被記録媒体の厚さと幅両方の変化を含んだものとして検出可能
である。
【０００７】
　次に、被記録媒体の移動方向と直行する幅方向に沿って互いに電気的に独立した複数の
領域に分割された転写部を有する画像形成装置に関する公知例（例えば、特許文献６、７
参照。）を示す。
　特許文献６に記載の発明は、被記録媒体搬送ベルトの幅方向に延びる転写バイアスロー
ラを、その長手方向において複数に分割し、そのそれぞれに独立して電圧を印加できるよ
うにする、というものである。このため、被記録媒体搬送ベルトで搬送される被記録媒体
の幅を検知して、転写バイアスを印加する領域を決定することができるとしている。
【０００８】
　特許文献６に記載の発明は、被記録媒体の幅に関わらず、転写バイアス上の同じ領域に
転写バイアスを印加する通常の画像形成装置が被記録媒体の幅で転写バイアス量を変化さ
せ、特に小幅サイズの被記録媒体においては、高い転写バイアスを印加する必要があるの
に対し、この特許文献６に記載の発明では、小幅サイズの被記録媒体へのトナー像転写時
にも、高い転写バイアスを印加しなくともよいため、電源装置に容量の小さなものを使用
でき、そのコストを低減でき、またノイズによる制御機器の誤動作発生も防止できるとい
うメリットがあるとしている。
【０００９】
　特許文献７には、画像部と被画像部、あるいは画像部と非画像部の境界部において、幅
方向に複数に分割されている転写部材に印加する転写バイアスを変化させること、また、
画像面接率に応じて、画像部に対応する幅方向に複数に分割されている転写部材に印加す
る転写バイアスを変化させることが開示されている。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　しかしながら、特許文献１に記載の発明では、被記録媒体の厚さの変化は検知するもの
の、被記録媒体の幅の変化は検知することができない。このため、被記録媒体の移動方向
と直行する被記録媒体の幅と幅方向に沿った厚さが均一でない被記録媒体の場合、被記録
媒体の厚さと、幅方向に沿った厚さを連続的に精度良く検出できない、という欠点があっ
た。さらに、画像形成装置への応用においては、最適な転写バイアスを印加することがで
きない、という欠点があった。
【００１１】
　また、特許文献２には被記録媒体の厚さを検知する手段に関し、具体的記述がないこと
と、被記録媒体の厚さは検知するものの、制御内容から被記録媒体の幅の変化に対応した
制御は開示されておらず、被記録媒体の厚さが幅方向に一様に変化することを前提として
いる。このため、被記録媒体の移動方向と直行する被記録媒体の幅と幅方向に沿った厚さ
が均一でない被記録媒体の場合、被記録媒体の厚さと、幅方向に沿った厚さを連続的に精
度良く検出できないという欠点があった。さらに、画像形成装置への応用においては、最
適な転写バイアスを印加することができない、という欠点があった。
【００１２】
　また、特許文献３に記載の発明では、被記録媒体の厚さの変化は検知するものの、被記
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録媒体の幅の変化は検知することができない。このため、被記録媒体の移動方向と直行す
る被記録媒体の幅と前記幅方向に沿った厚さが均一でない被記録媒体の場合、被記録媒体
の厚さと、幅方向に沿った厚さを連続的に精度良く検出できないという欠点があった。さ
らに、画像形成装置への応用においては、最適な転写バイアスを印加することができない
、という欠点があった。
【００１３】
　また、特許文献４に記載の発明は、被記録媒体の厚さの変化は検知するものの、被記録
媒体の幅の変化は検知することができない。このため、被記録媒体の移動方向と直行する
被記録媒体の幅と、幅方向に沿った厚さとが均一でない被記録媒体の場合、被記録媒体の
厚さと、幅方向に沿った厚さと、を連続的に精度良く検出できないという欠点があった。
さらに、画像形成装置への応用においては、最適な転写バイアスを印加することができな
い、という欠点があった。
【００１４】
　また、特許文献５に記載の発明は、厚さが幅方向に一様でない被記録媒体については正
確な検知ができない。このため、被記録媒体の移動方向と直行する被記録媒体の幅と幅方
向に沿った厚さが均一でない被記録媒体の場合、被記録媒体の厚さと、幅方向に沿った厚
さを連続的に精度良く検出できないという欠点があった。さらに、画像形成装置への応用
においては、最適な転写バイアスを印加することができない、という欠点があった。
【００１５】
　また、特許文献６に記載には、被記録媒体の幅を検知する手段に関し、具体的記述がな
いことと、被記録媒体の幅は検知するものの、制御内容から被記録媒体の厚さの変化は検
知しておらず、被記録媒体の幅方向に一様に変化することを前提としている。このため、
被記録媒体の移動方向と直行する被記録媒体の幅と幅方向に沿った厚さが均一でない被記
録媒体の場合、被記録媒体の厚さと、幅方向に沿った厚さを連続的に精度良く検出できな
いため、最適な転写バイアスを印加することができない、という欠点があった。
【００１６】
　また、特許文献７に記載の発明では、被記録媒体の厚さや幅の変化に応じた転写バイア
スの制御は開示されていない。このため、このため、被記録媒体の移動方向と直行する被
記録媒体の幅と幅方向に沿った厚さが均一でない被記録媒体の場合、被記録媒体の厚さと
、幅方向に沿った厚さを連続的に精度良く検出できないため、最適な転写バイアスを印加
することができない、という欠点があった。
【００１７】
　そこで、本発明の目的は、被記録媒体の移動方向と直行する被記録媒体の幅と幅方向に
沿った厚さとが均一でない被記録媒体であっても、良好な転写性を得ることができる被記
録媒体検出装置、画像形成装置、及び画像形成方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１８】
　上記課題を解決するため、請求項１記載の発明は、光源と、該光源からの光を被記録媒
体上に搬送方向と垂直な方向に偏向走査する走査光学段と、前記被記録媒体を透過した光
を受光して電気信号に変換する変換手段と、該変換手段からの電気信号に基づいて前記被
記録媒体の厚さ及び幅を検出する検出手段と、を備えたことを特徴とする。
【００１９】
　請求項２記載の発明は、請求項１記載の発明において、前記走査光学手段は、前記光源
からの光を平行光線にするコリメータレンズと、前記光源からの光線を偏向走査する可動
鏡と、前記可動鏡に偏向走査された光線を前記変換手段に結像させる結像レンズ系と、を
有することを特徴とする。
【００２０】
　請求項３記載の発明は、請求項１または２記載の発明において、前記光源がライン状に
集積されたアレイ光源であり、前記変換手段がラインセンサであって、前記光源からの光
線を前記ラインセンサ上に結像させるためのレンズアレイを有することを特徴とする。
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【００２１】
　請求項４記載の発明は、請求項１から３のいずれか一項記載の被記録媒体検出装置と、
潜像が形成された感光体ドラムを現像剤で現像し、得られた可視画像を前記被記録媒体に
転写する転写手段と、を備えたことを特徴とする。
【００２２】
　請求項５記載の発明は、請求項４記載の発明において、前記検出手段の出力値と転写バ
イアスとを関連づけたテーブルに基づいて転写バイアスの印加量と転写バイアスの印加位
置とが決定されることを特徴とする。
【００２３】
　請求項６記載の発明は、請求項５記載の発明において、前記検出手段の被記録媒体の搬
送方向と直行する幅方向に沿った分解能が、前記転写手段の前記被記録媒体の搬送方向と
直行する幅方向に沿って互いに電気的に独立した複数の転写バイアス印加領域の数と等し
いことを特徴とする。
【００２４】
　請求項７記載の発明は、光源からの光を被記録媒体上に搬送方向と垂直な方向に偏向走
査し、前記被記録媒体を透過した光を受光して電気信号に変換し、得られた電気信号に基
づいて前記被記録媒体の厚さ及び幅を検出し、潜像が形成された感光体ドラムを現像剤で
現像し、得られた可視画像を前記被記録媒体に転写することを特徴とする。
【発明の効果】
【００２５】
　本発明によれば、回転多面鏡によって偏向された光が被記録媒体上を連続的に走査し、
さらに、被記録媒体を透過した光をラインセンサで検出することにより、記録媒体の移動
方向と直行する被記録媒体の幅と幅方向に沿った厚さとを連続的に精度良く検出すること
ができる。
【図面の簡単な説明】
【００２６】
【図１】本発明に係る画像形成装置の一実施の形態の構成を示す全体図である。
【図２】被記録媒体４の検出部401の構成図の一例である。
【図３】被記録媒体４としての封筒を被記録媒体４の検出器407により検出した結果を示
す図である。
【図４】ラインセンサ47の出力値レベルＸに対応する二次転写バイアスの出力レベルの一
例である。
【図５】図１に示した二次転写器301の近傍を、被記録媒体４の搬送方向から見た概念図
である。
【図６】図３における検出位置481、482、483、484に対応する二次転写バイアスの出力パ
ターンを481Ｂ、482Ｂ、483Ｂ、484Ｂに示す図である。
【図７】被記録媒体４の検出器407であって、図２とは異なる構成の一例である。
【発明を実施するための形態】
【００２７】
　次に本発明の実施の形態について図面を参照して説明する。
　図１は、本発明に係る画像形成装置の一実施の形態の構成を示す全体図である。
　画像形成装置は、像担持体54と、像担持体54を帯電する帯電器55と、図示しない半導体
レーザーを光源とする光線走査により記録されるべき画像情報に対応した静電潜像を像担
持体54上に形成する光書込器56と、静電潜像にトナーを付着して像担持体54上にトナー像
を形成する現像器57と、像担持体54上のトナー像に対し、像担持体54上のトナー像と逆極
性のバイアスを印加して、像担持体54上のトナー像を中間転写体20上に転写する一次転写
器58と、転写後の像担持体54を除電・清掃する除電器53からなる作像機構部501と、を有
する。
【００２８】
　作像機構部501と同じ構成を有し、それぞれ使用されるトナーの色が異なる作像機構部5
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02、503、504が中間転写体20の進行方向に沿って配置されている。
【００２９】
　中間転写体20上に、作像機構部501、502、503、504の順に転写されたトナー像は駆動ロ
ーラー21、22、23の回転により二次転写器301へ到達する。
　被記録媒体４は、ピックアップローラー9および搬送ローラー11により搬送され、走査
光学部40とラインセンサ47とからなる、被記録媒体４の検出部401に到達する。
　被記録媒体４の検出部401の構成を図２に示す。
　電源42に駆動された半導体レーザーなどの光源43から出射された光線48はコリメータレ
ンズ44で略平行光線化された後、集光レンズ49により回転多面鏡45に到達する。回転多面
鏡45に偏向走査された光線48は走査レンズ46を介して被記録媒体４上を走査する。
【００３０】
　以上により、走査光学部40を構成している。さらに、被記録媒体４上を透過した光線48
がラインセンサ47に結像して、ラインセンサ47上を走査する。ラインセンサ47上には図示
しないCCDなどの受光素子が配設され、光線48の強度を電圧に変換している。
【００３１】
　尚、光源43はガスレーザなどであっても良い(必要要件としては、ラインセンサ47の受
光素子が感度を有する波長帯と光強度を有することであり、特に限定するものではない。
一般的にはヘリウムネオンレーザーやアルゴンレーザー等が挙げられる。)。また、回転
多面鏡45の代わりに例えば、ガルバノミラーなどを使う構成であってももちろん良い。
【００３２】
　さらに、被記録媒体４の検出器407であって、図２とは異なる構成を図７に示す。
　電源402に駆動されたLEDアレイ等の光源401から出射された複数の光線408は、図示しな
いレンズアレイを介して、被記録媒体４上を透過し、ラインセンサ407に結像する。ライ
ンセンサ407上には図示しないCCDなどの受光素子が配設され、光線408の強度を電圧に変
換している。
【００３３】
　被記録媒体４としての封筒を被記録媒体４の検出器407により検出した結果を図３に示
す。
　一般的に、封筒は１枚の紙を折り曲げ、重ね合わせて作られている。したがって、封筒
の部位によって、重ね合わせの枚数が異なる。図３に示す封筒の場合は、部位60が３PLY(
PLY「プライ」：層)、部位61は２PLY、部位62は１PLYである。
【００３４】
　ここで、部位60が３PLY、部位61が２PLY」とあるが、これは、部位60は、帯状ののりし
ろが折り曲げられたため３PLYになったためである。
【００３５】
　この封筒を被記録媒体４の検出部401で検出すると、搬送方向の検出位置ごとに検出結
果、すなわちラインセンサ47の出力パターンが異なる。
　図３における検出位置481、482、483、484に対応するラインセンサ47の出力パターンを
図４の481Ａ、482Ａ、483Ａ、484Ａに示す。
【００３６】
　検出位置481ではまだ封筒が光線48に達しておらず、光線48は被記録媒体４での減衰が
起こらず、被記録媒体４の移動方向と直行する幅方向に沿って被記録媒体４の未検出レベ
ルである、レベルＸで推移している。
【００３７】
　検出位置482では、光線48が封筒上に達するまではラインセンサ47の出力はレベルXであ
る。光線48が封筒の部位60に達すると、ラインセンサ47の出力はレベルＥ-3まで減衰する
。さらに、光線48が封筒の部位61に達すると、ラインセンサ47の出力はレベルＥ-2に上昇
する。これは部位60が３PLYであるのに対し、部位61は２PLYであるため光線48の減衰が少
ないことに起因する。さらに、光線48が部位63に達すると、ラインセンサ47の出力はレベ
ルＥ-3まで減衰する。これは、部位60と部位63とはどちらも同じ３PLYであり、光線48の
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減衰が同じであることに起因する。さらに、光線48が封筒から外れると、ラインセンサ47
の出力はレベルXまで上昇する。
【００３８】
　検出位置483では、482と同様、光線48が封筒上に達するまではラインセンサ47の出力は
レベルXである。光線48が封筒の部位62に達すると、ラインセンサ47の出力はレベルE-1ま
で減衰する。部位62は封筒のフラップ部分であり、１PLYであるため、２PLYの部位61のレ
ベルE-2や、３PLYの部位60及び部位63のレベルE-3に比べてラインセンサ47の出力は大き
くなる。
【００３９】
　検出位置484では、既に封筒が光線48を通過しているため、光線48は被記録媒体４での
減衰が起こらず、被記録媒体４の移動方向と直行する幅方向に沿って被記録媒体未検出レ
ベルである、レベルＸで推移している。
【００４０】
　図４に記した、レベルYはラインセンサ47の検出できないレベルまで光線48の強度が減
衰した場合のラインセンサ47の出力レベルを示す。被記録媒体４の検出部401の設計にお
いては、搭載する画像形成装置で取り扱われる最も厚い被記録媒体４を検出しても、ライ
ンセンサ47の出力レベルがレベルY以上となるように留意する必要がある。
【００４１】
　図４では代表例として、４箇所の検出位置481、482、483、484に対応する、ラインセン
サ47の出力パターン481Ａ、482Ａ、483Ａ、484Ａとして示したが、被記録媒体４である封
筒の移動に伴い、連続的にラインセンサ47の出力パターンが得られることは言うまでもな
い。
【００４２】
　被記録媒体の検出部401を通過した被記録媒体４は、二次転写器301に達し、ここで被記
録媒体４の検出部401での出力結果であるラインセンサ47の出力パターンに基づいて、中
間転写体20上のトナー像と逆極性の二次転写バイアスが印加され、前記間転写体20上のト
ナー像が被記録媒体４上に転写される。
【００４３】
　ここで、どのようにして、ラインセンサ47の出力パターンに基づいて、中間転写体20上
のトナー像と逆極性の二次転写バイアスを印加するのかについては、図５の説明に記載さ
れているように、CPU（Central Processing Unit）部32ではRAM（Random Access Memory
）部33に入力されるラインセンサ47の出力値に同期して、ROM部34に格納された二次転写
バイアス値のテーブル情報を参照し、転写ローラーA31の複数の導電部311に印加する二次
転写バイアスを決定し、複数の電源部351とスイッチ部361とを制御するのである。
【００４４】
　図５は、図１に示した二次転写器301の近傍を、被記録媒体４の搬送方向から見た概念
図である。
　転写ローラーA31は複数の導電部311を有し、それぞれの導電部311の間は絶縁部312で電
気的に分割されている。それぞれの導電部311には電源部351とスイッチ部361がそれぞれ
接続され、転写ローラーA31と被記録媒体４とを挟んで対向する転写ローラーB30との間で
二次転写バイアスを印加するための電気回路を構成している。
【００４５】
　ここで、図５のスイッチ部３６１は二次転写バイアスを印加するための具体的なON/OFF
の機構については、特に制限はないが、制御のし易さから、FET(電界効果トランジスタ)
スイッチや、SSR（ソリッドステートリレー）などの半導体スイッチが挙げられる。また
、本発明は一次転写バイアスの制御に関わるものではないので、一次転写バイアスについ
ては割愛する。
【００４６】
　一方、被記録媒体４の検出部401での出力結果であるラインセンサ47の出力パターンの
情報は図示しない通信機構を介しRAM部33に入力される。ROM（Read Only Memory）部34に
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は、ラインセンサ47の出力値と、ラインセンサ47の出力値に対応する二次転写バイアス値
のテーブル情報とが格納されており、CPU（Central Processing Unit）部32ではRAM部33
に入力されるラインセンサ47の出力値に同期して、ROM部34に格納された二次転写バイア
ス値のテーブル情報を参照し、転写ローラーA31の複数の導電部311に印加する二次転写バ
イアスを決定し、複数の電源部351とスイッチ部361とを制御する。
【００４７】
　図６は、図３における検出位置481、482、483、484に対応する二次転写バイアスの出力
パターンを481Ｂ、482Ｂ、483Ｂ、484Ｂに示す図である。
　図４に示したラインセンサ47の出力値レベルＸに対応する二次転写バイアスの出力レベ
ルは、レベルBX、レベルE-１に対応する二次転写バイアスの出力レベルはレベルBE-１、
レベルE-２に対応する二次転写バイアスの出力レベルはレベルBE-２、レベルE-３に対応
する二次転写バイアスの出力レベルはレベルBE-３である。このように、封筒では場所に
より厚さや幅が異なるが、最適な二次転写レベルにより、記間転写体20上のトナー像が被
記録媒体４上に転写される。
【００４８】
　図６では代表例として、４箇所の検出位置481、482、483、484に対応する、二次転写バ
イアスの出力パターン481Ｂ、482Ｂ、483Ｂ、484Ｂとして示したが、被記録媒体４である
封筒の移動に伴い、連続的にラインセンサ47の出力パターンが得られるため、これに対応
する二次転写バイアスの出力パターンも得られることは言うまでもない。
【００４９】
　さらに、トナー像が転写された被記録媒体４は搬送ベルト８により、定着器60に達する
。定着器60は定着ベルト61、駆動ロール62、加熱ロール63、バックアップロール64で構成
される。加熱ロール63には図示しないヒータが設けられ、ここで被記録媒体４上のトナー
像を加熱溶融して定着させ、画像形成装置による画像形成が完了する。
【００５０】
　以上、被記録媒体４が封筒である場合を例に説明したが、封筒に限らず、どのような形
態の被記録媒体においても、被記録媒体の移動方向と直行する被記録媒体の幅と幅方向に
沿った厚さの検出と、これに対応する二次転写バイアスの出力パターンとが得られること
は言うまでもない。
【００５１】
　また、被記録媒４体の検出部401のラインセンサ47の分割数と、二次転写器301の転写ロ
ーラーＡ31の複数の導電部311の分割数とが多ければ、ラインセンサ47の出力パターンの
分解能が増大するため、これに対応する二次転写バイアスの出力パターンの分解能も増大
することは言うまでもない。
【００５２】
　図５において、二次転写器のスイッチ部361と転写ローラー351との間に多数の電源部35
1が設けられているが、電源部351を用いずにスイッチ部361と転写ローラーＡ31とを直接
接続すると共に、30とアースとの間に共通の電源部を挿入してもよい。また、電源部351
の電圧が異なるなら、電源部351の代わりに抵抗を用いてもよい。
【００５３】
　なお、上述した実施の形態は、本発明の好適な実施の形態の一例を示すものであり、本
発明はそれに限定されることなく、その要旨を逸脱しない範囲内において、種々変形実施
が可能である。
【００５４】
　以上説明したように、本発明による画像形成装置によれば、被記録媒体の移動方向と直
行する被記録媒体の幅と幅方向に沿った厚さが均一でない被記録媒体であっても、良好な
転写性を得ることができる画像形成装置の実現を提供することができる。
【００５５】
　本発明に係る画像記録装置の被記録媒体検出部によれば、回転多面鏡によって偏向され
た光が被記録媒体上を連続的に走査し、さらに、被記録媒体を透過した光をラインセンサ
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で検出することにより、記録媒体の移動方向と直行する被記録媒体の幅と幅方向に沿った
厚さを連続的に精度良く検出することができる。
【００５６】
　本発明に係る画像記録装置の被記録媒体検出部によれば、被記録媒体の検出部により、
記録媒体の移動方向と直行する被記録媒体の幅と幅方向に沿った厚さを検出し、転写バイ
アスを印加することができるので、被記録媒体の移動方向と直行する被記録媒体の幅と幅
方向に沿った厚さが均一でない被記録媒体であっても、良好な転写性を得ることができる
。
【００５７】
　本発明に係る画像記録装置の被記録媒体検出部によれば、被記録媒体の検出部により、
記録媒体の移動方向と直行する被記録媒体の幅と幅方向に沿った厚さを検出し、転写バイ
アスを印加することができるので、被記録媒体の移動方向と直行する被記録媒体の幅と幅
方向に沿った厚さが均一でない被記録媒体であっても、良好な転写性を得ることができる
。
【００５８】
　本発明に係る画像記録装置の被記録媒体検出部によれば、被記録媒体の検出部により、
記録媒体の移動方向と直行する被記録媒体の幅と幅方向に沿った厚さを検出し、転写バイ
アスを印加することができるので、被記録媒体の移動方向と直行する被記録媒体の幅と前
記幅方向に沿った厚さが均一でない被記録媒体であっても、良好な転写性を得ることがで
きる。
【００５９】
　本発明に係る画像記録装置の被記録媒体検出部によれば、被記録媒体の検出部により、
記録媒体の移動方向と直行する被記録媒体の幅と幅方向に沿った厚さを検出し、転写バイ
アスを印加することができるので、被記録媒体の移動方向と直行する被記録媒体の幅と幅
方向に沿った厚さが均一でない被記録媒体であっても、良好な転写性を得ることができる
。
【００６０】
　本発明に係る画像記録装置の被記録媒体検出部によれば、被記録媒体の検出部により、
記録媒体の移動方向と直行する被記録媒体の幅と幅方向に沿った厚さを検出し、転写バイ
アスを印加することができるので、被記録媒体の移動方向と直行する被記録媒体の幅と幅
方向に沿った厚さが均一でない被記録媒体であっても、良好な転写性を得ることができる
。さらに、被記録媒体の検出部の被記録媒体の移動方向と直行する幅方向に沿った分解能
が、転写ローラーＡの被記録媒体の移動方向と直行する幅方向に沿って互いに電気的に独
立した複数の導電部の分解能と等しいため、被記録媒体の検出部で得られた記録媒体の移
動方向と直行する被記録媒体の幅と幅方向に沿った厚さに関する情報から転写ローラーの
複数の導電部に印加する二次転写バイアスの決定が容易である。
【産業上の利用可能性】
【００６１】
　本発明は、レーザープリンタ、デジタルPPC、電子写真方式のマルチファンクションプ
リンタ等に利用することができる。
【符号の説明】
【００６２】
　４　　被記録媒体
　２０　　中間転写体
　２１、２２、２３　　駆動ローラー
　４０　　走査光学部
　４３、４８　　光線
　４４　　コリメータレンズ
　４５　　回転多面鏡
　４７　　ラインセンサ
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　４９　　集光レンズ
　５３　　除電器
　５４　　像坦持体
　５５　　帯電器
　５６　　光書込器
　５７　　現像器
　５８　　一次転写器
　３０１　　二次転写器
　４０１　　光源
　４０７　　検出器
　５０１、５０２、５０３、５０４　　作像機構部
【先行技術文献】
【特許文献】
【００６３】
【特許文献１】特開平１０－２８８８９７号公報
【特許文献２】特許第３３５７９６９号公報
【特許文献３】特開平０９－０３４３１６号公報
【特許文献４】特開平０７－１０４５９０号公報
【特許文献５】特許第３０６０３２９号公報
【特許文献６】特開平１０－１０４９６９号公報
【特許文献７】特開２００５－３５２０５０号公報

【図１】 【図２】
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